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新幹線京都

〒600-8601 京都市下京区下之町57-1　Phone : 075-585-2006　Mail :public@kcua.ac.jp

○ JR／近鉄／地下鉄京都駅 徒歩6分 ○ 京阪七条駅 徒歩10分 ○ バス：「塩小路高倉・京都市立芸術大学前」バス停下車すぐ

○入場無料開場時間

D棟

主催：赤松玉女退任記念展実行委員会、京都市立芸術大学
特別協力：株式会社ゼロホールディングス　協力：株式会社チャーム・ケア・コーポレーション

C棟1階 プロジェクトルーム
C棟6階 交流スペース／アートスペース k.kaneshiro
D棟1階 学長室

会場｜京都市立芸術大学

同時開催「herstories ̶  女性の視点でたどる美術史」
2025年3月20日（木）－5月25日（土）月曜休館 ※ 5月5、6日（祝）は開館、翌平日の5月7日（火）を休館
開館時間＝10:00-17:00　観覧無料　会場：京都市立芸術大学芸術資料館　主催：京都市立芸術大学

退任記念展赤松玉女
これで お し ま い 、 そ し て こ こ か ら京都市立芸術大学移転記念事業 Ladies

10:00-17:00

京都市立芸術大学（京都芸大）では、2025年３月をもって学長を

退任する赤松玉女の退任記念展を開催します。

本学で学んだ赤松は、教育活動と並走させながら、さまざまな

画材を用いた絵画表現を探求し、主に人物像を描き続けてきま

した。2000年代からは女性像が中心となり、さらに最近の作品

では、人物像から顔に関心を移し、人間の曖昧な感覚を映し出

す表現へと変化し続けています。赤松自身が学び、教鞭をとり、

学長を務めた本学での長きにわたる活動を終えるにあたり、そ

の画業の変遷を見せる本展は、女性が、人間が、どのように世

界と関わり生きるのかについて、一つの視点を提供します。

赤松玉女　AKAMATSU Tamame

1959 年兵庫県尼崎市生まれ。1984年 3月に京都市立芸術大学大学院美術研究科絵

画専攻（油画）を修了後、画家として活動を開始。イタリアでの創作活動などを経て、
1993 年 4 月に本学油画専攻教員として着任。2002 年度からフレスコ技法、壁画教
室の指導も担当した。母校での教育活動と並走して、独自の絵画表現の可能性を研
究し、国内外の美術館やギャラリーでの作品発表を続ける。そのほか、1980 年代
には 3人のアーティストのユニットでの活動や、2010 年代には障害のある人々や家族、
支援する人 と々一緒にアートを通した交流やサポートの実践を行う。2019 年度に学
長就任後は、京都芸大が 2023 年度のキャンパス移転を契機に、地域の歴史や文化、
企業や機関と緩やかにつながりながら、より一層活発な芸術の拠点、新たな「創造
の現場」となることを目指して取り組んできた。
近年の個展に「赤松玉女 - 絵画の軌跡 1984-2014」（2014 年、西脇市岡之山美術館）、
「まなざしのものがたり /A Story of Looking」（2021 年、尼崎市総合文化センター
美術ホール）、「赤松玉女アートをめぐるお茶のひととき」（2023 年、旧三井家下鴨
別邸 京都）がある。1998 年度京都市芸術新人賞、2020 年度尼崎市民芸術賞、
2021年度亀高文子記念一赤艸社、2024 年度兵庫県文化賞

AKAMATSU Tamame   Farewell Exhibition

アーティスト・トーク 
3月22日（土）15：30～16：30  Ｃ棟１階 講義室１

［聞き手］原 久子 申し込み不要／入場無料

２部制、第１部は同教室にて13:30より、同時開催の「herstories̶女性の視点でたどる美術史」出品作家による本学での教
育経験や創作活動を語るクロストーク。　※入場の際に介助等が必要な方はスタッフまでお申し出ください。※開催内容は都合により変更になる場合がございます。
　

使用言語：日本語｜Japanese 
（no interpretation into other languages）　

Artist’s Talk by AKAMATSU TamameEvent
March

22［関連イベント］

①《Ladies》 2013 年　②《ハレのひ》2012 年　③《ICONOVOGE-PRADA》2002 年　④《ICONOVOGE》Series 2006~2009 年　⑤《わたしじゃないわたし viola》2020 年　⑥《ROOM》 1996 年
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アートプロデューサー
大阪電気通信大学教授

京都市立芸術大学


